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 令和８年度 柳井市立大畠中学校 学校通信 
 

   
   

 

 

大畠中だより 
   

 

 

 

 

https://www.city-yanai.jp./site/obatake-chu/ 

大畠で学び育つことに誇りをもち、夢に向かって行動するたくましい子 

界に目を向け、自己の殻を破る“おおばたけっ子“の育成 

第２号 
 

   
   

 

 

（校訓）創造 愛情 根性 
 
（学校教育目標） 
広い世界に目を向け、自己の
殻を破る“おおばたけっ子“ 

の育成」 
  ～本気と感動の教育を通して～ 
 
 
   

   

 

 

令和８年４月２４日（金）発行 

桜が咲き誇る良き日、６名の新入生を迎え、入学式を挙 

行しました。緊張した面持ちで入場した６名でしたが、担 

任の呼名には中学生らしい力強い返事で答えました。新入 

生代表の堂々とした宣誓に続き、在校生代表から、歓迎の 

ことばが送られました。担任等の紹介も行われ、大畠中学 

校の新たな一歩が始動しました。新入生の健やかな成長を、学校・地域が一丸となって支えて参ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

着任式では３名の先生を迎え、生徒の期待に満ちた表情が印象的でした。始業式の校長式辞では

「おおばたけＰＲＩＤＥを胸に挑戦を大切にしてほしい」という激励がありました。続く担任や部活動顧問等

の発表では、生徒の緊張や安堵した様子、新たなスタートへの決意を固めた表情が随所に見られました。 

 

 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 
 
 
 

【編集後記】 

 ４月の慌ただしさ 

の中に、ふとした瞬間

に見える生徒の成長が

楽しみな毎日です。 

今後も、学校の『今』

を定期的にお届け

します。 

 

       【 一つの「円」から始まる、大畠中の新しい一年 】  
先日の新入生歓迎会、その最後に全校生徒と全教員が仲良く大きな一つの「円」

を作りました。行われたのは、一人ひとりの隠れた一面をゲーム形式で紹介する

企画でした。意外な特技や素顔が明かされるたび、体育館には温かい笑い声や歓

声が響き、そこには学年や立場の垣根を越えた、実に和やかな時が流れました。

その光景を眺めながら、私はふと、年度末に転任された教頭先生の言葉を思い出

しました。離任式の日、先生は目に涙を浮かべながら、「大畠中学校は家族のよ

うで大好きでした」と語ってくださいました。全員が一つの円になってゲームが

できる。この何気ない光景こそが、小規模校ならではの「家族的な絆」の証です。

ここが生徒にとっても、教職員にとっても、自分を出せる「大切な場所」である

と改めて強く感じました。この温かな「円」を大切にしていきたいと思います。 

生徒会活動の説明の他、ソフトテニス部、総合 

文化部による部活動紹介を行いました。その後、 

みんなでゲームを楽しみました。新入生の緊張もほぐれ、

素敵な一時となりました。  ４月９日（木） 

車体の点検、ルールの確認、実技を通

じ、安全な自転車の乗り方を学習しまし

た。事故防止のため、ご家庭でも確認を

お願いいたします。 ４月９日（木） 

桜を見ながらお弁当を食べ、楽しい時を過ごしました。 


